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環境に配慮した調査・測量・土木設計を推進します。

本方針を全従業員に周知徹底します。

制定日： 2021年7月1日

代表取締役　　中務　雅之

廃棄ロスをなくす等廃棄物の発生抑制につとめ、リサイクル率の向上に努めま
す。

水使用量の削減に努めます。

環 境 経 営 方 針

＜環境経営理念＞

　株式会社エルテックは、ますます深刻化する地球温暖化や今後予想される地
下資源の枯渇への対応が人類共通の重要課題と考えており、本業である補償コ
ンサルタント、測量、土木設計業務を通じて、地球温暖化問題への取り組みや
地域の環境活動に自主的・積極的に取り組みます。
　活動内容は、環境経営における課題やチャンスを定期的に見直すことで明確
にし、効率よく、無駄なく、タイムリーに従業員一丸となって継続的に改善活
動に取り組んでまいります。

＜環境保全への行動指針＞

環境経営の継続的改善を誓約します。

環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

省エネルギーにより二酸化炭素排出量の削減に努めます。



Ⅱ．組織の概要

（１） 名称及び代表者名

株式会社　エルテック

代表取締役　　中務　雅之

（２） 所在地

本　　　社 〒670-0946　兵庫県姫路市北条永良町246番地

（３） 環境管理責任者及び担当者の氏名・連絡先

取締役 小笠原　誠 TEL：079-225-5678

技術部 杉岡　繁樹 FAX：079-225-5677

E-mail：info＠ertech.co.jp

（４） 事業内容

補償コンサルタント、測量、土木設計

（５） 事業の規模

年間売上高 55,000 千円　（2022年度）

本社

6　名

50　㎡

（６） 事業年度 7 月 1 日　～　翌年 6 月 30 日

□認証・登録の対象範囲

登録事業者名： 株式会社　エルテック

対象事業所： 本社

対象外： 無し（他事業所なし）

事業活動： 補償コンサルタント、測量、土木設計
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責任者

担当者

従業員　　　　　

延べ床面積　　　



□ 環境経営実施体制

代表者

役割・責任・権限

代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任

・効果的で必要十分な実施体制の構築

・経営における課題とチャンスの明確化

・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

・代表者による全体の評価と見直し・指示を実施

・環境経営レポートの承認

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境関連法規制等の取りまとめ表を承認

・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・緊急事態対応手順のテスト、訓練の指導及び総括

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境経営レポートの確認

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

・環境活動の実績集計

・環境関連法規制等取りまとめ表の作成、遵守評価の実施

・環境教育訓練計画の作成と実施の管理

部門長 ・自部門における環境経営システムの実施

・自部門における環境経営方針の周知

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・自部門に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告

・特定された項目の運用管理

・緊急事態対応手順のテスト、訓練を実施、記録の作成

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

全従業員 ・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・環境管理責任者の任命及び各自の役割・責任・権限を定め全従業員への周知

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備

・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・環境経営レポートの作成、公開（事務所への備付けと地域事務局への送付）
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技術部・営業部

代表取締役　中務　雅之

　環境管理責任者

小笠原　誠

環境事務局

杉岡　繁樹



Ⅲ．主な環境負荷の実績

単位
2020年度
基準年度

2021年度 2022年度

kg-CO2 12,725 10,802 11,319

ｋWh 5,085 4,794 4,811

L 4,753 3,966 4,186

kg 実績不明 (232.60) 67.80

m3 実績不明 実績不明 実績不明

Ⅳ．環境経営目標及びその実績

（１）中期目標

kg-CO2 12,725 12,597 12,471 12,342

対基準 △１% △２% △３%

kWh 5,085 5,034 4,983 4,932

kg-CO2 1,698 1,681 1,664 1,647

対基準 △１% △２% △３%

L 4,753 4,705 4,658 4,610

kg-CO2 11,027 10,916 10,807 10,695

対基準 △１% △２% △３%

kg 実績不明 実績調査 実績調査 67.12

対基準 (232.60) 67.80 △1%

件数 1 全件実施 全件実施 全件実施

対基準 - - -

注１）電力の二酸化炭素排出係数(調整後）は、2018年度関西電力実績値の

　　　0.334kg-CO2/kWhを使用。

注２）水使用量については不明なため、環境経営目標は設定しないが、節水には

　　　努めることとする。

注３）環境に配慮した調査・測量・土木設計については、測量時の不要な伐採の禁止、

　　　最適経路での往復等の取組を受注した業務全てで実施する。
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Ⅲ．環境に配慮し
た調査・測量・土
木設計

Ⅰ.二酸化炭素

排出量削減

　電力使用量
　　削減

　ガソリン
　使用量削減

Ⅱ．廃棄物排出量

　一般廃棄物
　　　削減

水使用量

注１）化学物質は使用していません。

注２）事務所はテナントの為、水使用量は不明。

注３）2021年度の一般廃棄物排出量は、2021年10月～2022年6月の実績値

　　　　　　　　 年　度
　　項　目

2020年度
基準年度

2021年度 2022年度 2023年度

項　目

二酸化炭素排出量

　電力

　ガソリン

廃棄物排出量

　一般廃棄物



（２）対象期間の実績

基準

kg-CO2 12,725 12,471 11,319 110% ○

対基準 △2% △11%

kWh 5,085 4,983 4,811 104% ○

kg-CO2 1,698 1,664 1,607

対基準 △2% △5%

L 4,753 4,658 4,186 111% ○

kg-CO2 11,027 10,807 9,712

対基準 △2% △12%

kg 実績不明 実績調査 67.80 － ○

対基準

件数 1 全件実施 1 － ○

対基準

注１）評価欄にて、○:達成(100%以上)、△:やや未達成(95%～100%未満)、×:未達成(95%未満)

注２）達成度欄にて、削減を目指す場合は、達成度＝目標÷実績×100(%)、増加を目指す場合は、

　　  達成度＝実績÷目標×100(%)

注３）一般廃棄物排出量について、2022年度で実績調査を完了。来年度以降、目標値を設定し、

　　　削減に取り組んでいく。
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Ⅱ．廃棄物排出量

　一般廃棄物
　　　削減

Ⅲ．環境に配慮し
た調査・測量・土
木設計

Ⅰ．二酸化炭素

排出量削減

　電力
　使用量削減

　ガソリン
　使用量削減

　　　　　　　　 年　度
　　項　目

2022年度

2020年度 目標 実績 達成度 評価



◎よくできた　○まずまずできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

達成状況

（目標達成）

○

（目標達成）

○

○ 引き続き意識して取り組んでいく。

○

今後も一層積極的な取り組みを実施する。

（目標達成）

○ もっと意識をしエコドライブを実行する。

○ 普段より安全運転に注意したのでまずまず出来た。

○ もっと無駄を省く計画性が必要と思われる。

今後も一層積極的な取り組みを実施する。

○

○ もっと意識をし実行していく。

（目標達成）

○

○

○

今後も一層積極的な取り組みを実施する。

6

環境に配慮した調査・測量･土木設計

・測量時の不要な伐採の禁止 普段より意識し実行した。

・最適経路での往復 実行できたが、より良い経路を模索していく。

・現地作業の効率化 もっと無駄を省く計画性が必要と思われる。

・実態調査
実態調査完了。今年度の実績値を元に来年度以降、目標
値を設定し、削減に取り組んでいく。

・両面印刷・裏焼き使用の徹底

一般廃棄物の削減 （目標達成）

ガソリン使用量の削減

・不要なアイドリングストップ

・急加速・急停車の防止

・効率的な移動

・空調温度の適正化
　　（冷房28℃暖房20℃）

温度設定以外に空調設備の稼働時間を減らす使用方法等
も考え、削減に取り組んでいく。

・不要照明の消灯

・設備の空運転禁止
不在時には徹底できたが、在社時にも必要最小限に使用
することを意識して取り組んでいく。

取り組み計画 評価結果と次年度の環境経営計画（取組内容）

二酸化炭素排出量の削減

・下記の通り。 目標達成。

電力使用量の削減

Ⅴ．環境経営計画及び取組結果とその評価、次年度の環境経営計画



Ⅵ．環境関連法規等の遵守状況の評価の結果

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。

なお、外部からの環境関連の苦情や関係当局より違反等の指摘はありません。

Ⅶ．代表者による全体の評価と見直し・指示

見直し要否

否

否

否

否

否

Ⅷ．環境活動の紹介例（オプション）

＜節水ポスター掲示＞

その他 -

2023年11月13日

　代表取締役　中務　雅之　
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環境経営目標 -

環境経営計画 -

実施体制 -

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規への違反はありません。

　当社では、深刻化する地球温暖化や今後予想される地下資源の枯渇への対応が人類共通の重要課題と考えて
おり、全社員で問題意識を共有し、エコアクション21に取り組んでおります。
　具体的な取り組みとして、不要照明の消灯、エアコンの温度設定、車両使用時の効率的な移動、印刷時の裏
焼き使用等は、社内活動としてほぼ定着しておりますので、今後も引き続き啓蒙活動を行い、全社員への徹底
を図って行きたいと考えております。
　全体としては、非常に厳しい経済状況の中、投資をなるべく抑えて、目標を設定して実行し、目標を達成で
きたことは、非常に評価出来ると考えます。

項目 見直し内容

環境経営方針 -

消防法 消火器の設置場所、有効期限の確認、維持、点検 遵守

道路運送車両法 日常点検整備、定期点検･整備、点検/整備記録保存 遵守

廃棄物処理法 一般廃棄物の適切な管理と処分 遵守

フロン排出抑制法 フロン類使用機器の簡易点検、点検記録の保管 遵守

適用される法規制 遵守すべき要求事項 遵守評価


